出家 と ・ 頻 の 除去 


ーー ジャ イナ 教 と 仏教 と の 対比 一 一 


阪本 (後藤 ) 純子 


1. 証 代 イン ド 宗 教生 活 に お ける 「 と 羅 ] の 象徴 性 

1.1. 髪 や 頻 を 切る , 剃る , ある い は 意図 的 に 伸ばし て 特定 の 形 に 整え る 事 は 
人 間 に 特 有 の 行為 で ある 。 体毛 や 爪 の 処理 も 同様 で ある 。 こ れ ら の 行為 は 極 
め て 日 常 的 な 営み で あり , 個人 の 自己 表現 の 手段 で ある と 同時 に , 性 差 ・ 職 
業 ・ 階 級 等 の 社会 的 表現 で も ある が , その 根底 に は 「 清 め ] 「 財 罪 」 「 決意 ] 「 碑 
い 」「 連 淀 」 等 の 心理 的 働き が 伺え る 。 生 活 を 一 新 す る に あたり 遂 を 切る (上 
を 剃る ), 過ち を 犯し た お 詫び に 頭 を 剃り 誰 慎 す る , ある い は , ある 目標 ( 試 
験 合格 , 試合 優勝 な ど ) に 達する まで 此 や 耕 を 伸ばし 続け , 祈願 が 成就 する 
と 髪 を 切り 頻 を 剃る , と いう 例 は 珍し く な い 。 こ れ ら の 事例 に は , 髪 と 頻 の 
持つ 古代 か ら の 象徴 的 な 意味 が 残さ れ て いる と 考え られ る 。 筆者 は 出家 除 迷 
の 定型 名 (一 2.2.) を 契機 と し て 「 髪 と 雌 ] の 象徴 性 に 注目 し , ヴェ ー ダ か ら 
仏教 ・ ジ ャ イナ 教 に 至る 古代 イン ド 宗 教 に お いて その 変遷 を た どる 研究 を 続 
け て いる "。 本稿 で は その 一 端 と し て . ジャ イナ 教 と 仏教 の 出家 を 中 心 に 略 
説 し た い 。 


1.2. 生 き て いる 限り , 切ら れ て も ( 剃 ら れ て も ) 伸び 続け る 髪 ze%z や 及 
編 g777- (お よび 体毛 ・ 爪 ) は 生命 力 の 象徴 と し て 「 特 別 な カカ が 宿る ] と 古く 

か ら 信 じ ら れ て きた 。 上 旧約 聖書 の サム ソン 伝説 も その 一 例 で あろ う 。 イ ンド 
で も 髪 ・ 導 ・ 爪 を 長く 伸ばし , 体 を 洗わ ず 垢 を 保つ こと (一 4.6.) は , 自己 の 
中 に 生命 力 を 薔 え る こと で あり , それ に より 超人 的 能力 が 獲得 され る と みな 
され た 。Rgveda (RV) や Atharvaveda (AV) に は , es- 「( 長 ) 髪 に より 特 
徴 づ けら れる 者 」, 垢 を 身 に まとう た 「 慌 惚 状 態 に ある 者 長い 敗 を 持つ 
の ggc の 77-「 ヴェ ー ダ 学習 者 」( つ 1.5.) な いし gs が -「( ソ ー マ 祭 の ) 光 斎 者 」, 
長 敵 を 星 牛 型 の 吸 (xpz4-) に 結い 上 げた 神々 (Rudra, Pusan) や Vasistha の 
一 族 な ど が , 特殊 能力 を 持つ 者 た ちと し て 述べ られ る 。 


1.3. 他 方, 髪 ・ 用 ・ 爪 ・ 垢 は 死ん だ 皮膚 で あり , 髪 ・ 導 の 除去 (お よび 爪 切り ) 
な いし 洒 浴 が 新生 を 象徴 する と いう 思想 も 古く か ら 現れ る 。 通常 の 社会 生活 
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で は , 自然 の 周期 的 変化 (月 の 六 望 ) や 人 生 の 諸 段 階 に 対応 し て 規則 的 な 髪 ・ 
類 の 除 夫 が 要求 され る 。 道 具 と し て は が sz み -「 剃 妃 」 が (一 4.3.), 動詞 は up ( 草 
な ど を ) 刈る : ( 髪 ・ 疾 を ) 切る , 剃る ] が 用 いら れる が , 「 短 く 切 る ] と も 「 
剃る ] と も 両方 に 解せ る 。 祭 火 を 設置 し た 家長 は , 新 月 満月 祭 の 進 備 と し て , 
月 の 期 望 毎 に 髪 ・ 頻 を 剃る (切る ) こと が Srautasantrta に お いて 現 定 され る (一 
1.7。 4.6.)。Grhyasutra で は , 誕生 か ら 死に 至る 諸 儀礼 , た と えば , 幼児 が 髪 を 
切り (剃り ) 初め て 六 を 結 う 儀礼 cz7yg7- 人 gz7g7o-。 若者 が 髪 を 切り ( 剃 
り ) 初め て 頻 を 剃る 儀礼 soZzz- 人 esZz7o-。 葬 礼 に お ける 死者 の 髪 ・ 耕 剃り と 爪 
切り な ど が 規定 され る 。 


祭 式 (特に ソー マ 祭 ), 苦行 , 特殊 な 修行 , ヴェ ー ダ 学習 (… 1.5.) な どの 
非 世俗 的 な 宗教 行為 の 遂行 に 際 し て は , 髪 ・ 頻 の 除去 と 伸ばし 続け る こと の 
複合 型 が 見 られ る 。 
1) [開始 時 ] 髪 ・ 雌 を 取り 除き , 爪 を 切り , 洒 浴 し て 着 恭 え , 特定 の [ 
貢 務 ( 碑 戒 )] yz72- を 引き 受け る : この 時 , 世俗 的 人 間 と し て 死に , 超 
越 的 存在 と し て 誕生 する 。2) [実践 中 ] Vrata を 保持 し , 頻 ・ 雌 ・ 爪 を 伸 
ば し 続け , 特殊 な 衣 ・ 伸和 : 長髪 ・ 長 頻 は 超人 間 性 を 象徴 する 。 
3) [終了 時 ] Vrata か ら 解 放さ きれ, 髪 ・ 此 ・ 爪 を 切り , 洒 浴 ( 垢 を 除去 ) し , 
新しい 衣 を 着る : 超越 的 存在 と し て 死に , 人 間 界 へ 再生 する 。 
開始 時 と 終了 時 の 髪 ・ 頻 の 除去 , 爪 切り , 洒 浴 は 1 つの 生存 状態 か ら 他 の 生 
存 状 態 へ の 死 と 再生 を 象徴 し て いる 。 
複合 型 は 表面 的 に は 無関係 に 見 える 祭 式 や その 構成 要素 の 中 に も 見 出さ 
れる 。 例 えば Rasuya 「 王 の 即位 式 ] で は Abhiseka 「 瀧 頂 式 ] の 後 , 祭 主 で 
ある 王 は 1 年 間 , 髪 , 背 , 爪 を 伸ばし 続け Vrata を 実践 し た 後 , Kesvapaniya 
「 除 髪 式 ] (実際 に は 轄 を 短く 切る Nivartana) を 行う 。 季節 毎 に 異な る 祭 式 
(Vaisvadeva, Varunapraghasa, Sakamedha, Sunasiriya) か ら 成 る Caturmasya は 通 
常 「 季 節 祭 ] と 訳 さ れる が , 原義 は 「4 ヶ 月 (継続 する Vrata) の 祭 式 ] で 
あり , 祭 主 は 1 つの 祭 式 後 , 4 ヶ月 間 , 髪 ・ 上 を 伸ばし 続け Vrata を 実践 し 
た 後 , 髪 を 短く 切り (Nivartana), 雌 を 剃り (Vapana), 次 の 祭 式 に 向かう 。 
MRP 祭 か ら Sakamedha 祭 へ の 4 ヶ月 間 は , 仏教 と ジャ イナ 教 に 共 
通す る 雨期 定住 生活 ( 雨 安居 ]) の 起源 で あっ た と 推測 され る 。 


1.5. Brahmacarin の 人 人 門 , 学習 (修行 ), 終了 帰宅 も 上 記 1.4. の 複合 型 を 示 
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す 。 中 性 名 詞 か gz- は 「 実 現 力 を 備え た 言葉 , 言葉 に 備わる 実現 力 ] と 
いう 原義 か ら 「 和 宇宙 を 動か す 力 , 宇宙 原理 ] へ と 発展 する 。/ が ggc の 77- 
は 「 め 47zgp- を 実践 する 者 ] か ら | ヴェー ダ 学 習 者 ] を 意味 し , RV, AV 
Brahmana, Upanisad の 記述 に よる と , ヴェ ー ダ 学習 の 他 に , 師 み y2- へ の 
奉仕 , 師 の 祭 火 の 世話 , を 食 , 性 的 禁欲 * な ど を 実践 する 。 こ れ ら の 責務 の 
総体 が gzgc の yg- 「 か gp- の 実践 (| 抑 行 ]] で あり , 仏教 ・ ジ ャ イナ 
教 の 修行 に 受け 継が れる 。 師 へ の 人 入門 め zzzygzg- に 際 し, 洒 浴 と 毅 ・ 頻 剃 
り を 行い , 淀 ez/2- を 締め , 師 か ら 新た に 生ま れ 出 る (第 2 の 誕生 )。 学 
習 期 間 は 毅 ・ 導 を 伸ばし 続け , Soma 祭 潔 斎 者 Diksita (一 1.2., 1.4.) に 例え ら 
れる 。 学習 が 終了 し 帰宅 する 儀礼 zozg- で は 再び 髪 と 顔 を 剃り 洒 浴 す 
る 。Grhyasntra 以降 は 「 神 加 な 知 を 得る た め に 師 の も と で 特別 な 修行 を する 」 
と いう 性 格 が 薄れ , 家長 と な る 前 の 学習 期 と し て 人 生 の 一 段階 に 組み 込ま れ , 
髪型 も 多様 化す る (一 17.)。Brahmacarya, Upanayana と 仏教 ・ ジ ャ イナ 教 と 
の 関係 に つい て は 後述 4.1. 参照 。 


1.6. | 完全 に 頭髪 を 除去 し た 状態 」 に 対す る 嫌悪 ・ 反 感 が 既に Samhita 文献 か 
ら 見 られ る が , この 傾向 は 時 代 と 共に 強まる 。 期 望 毎 に 髪 ・ 雌 を 取り 除く ( 剃 
る ・ 刈 る ) 場合 も , 頭髪 の 一 部 , 特に 頭頂 部 の 毛髪 の 東 六 z- を バラ モン の 
シン ボル と し て 残す 慣習 が 成立 する 。Grhyasutra (BC. 5 -4 世紀 頃 成立 ) 以降 , 
形容 詞 2g- | 頭 に 毛 が 無 い , 髪 (と 本 ) を (剃る , 切る , 引き 抜く 等 の 方 法 
に より ) 取り 除い て いる 」 と その 派生 語 が 頻 筐 に 用 いら れる (一 2.2.)。 


1.7. Grhyasntra より 更に 人 遅く 成立 し た Dharmasntra と それ に 続く Dharmasastra 
文献 で は , 併存 する 4 種 の 生活 様 区 zzg- | 礁 励 力 (へ ) の 場 (状態 )」 
が 年 齢 に 応じ た 人 生 の 4 段階 「 四 住 期 ] と し て 組織 化 さ れ , 特定 の 髪型 が 指 
示さ れる : 
1. gc の 7- | ヴェーダ 学習 者 ] : 統 7Z- 「 頭 頂部 の 毛 東 ]」 2- 「 絡 み 編 まれ 
た 長髪 gdg- 「 無 毛 状態 」 等 , 多様 な 上 髪 型 が 現れ る (一 1.5..1.6.) 。 
2. gs が og- | 家 住 者 , 家長] so 人 g- | (ヴェー ダ 学 習 を 終了 し て ) 洒 浴 し 
た 者 」 : 凌 望 毎 に 此 と 頻 を 取り 除く (剃る ・ 刈 る ) が 頭頂 部 の 毛 東 3z- を 
残す (一 1.3., 1.6.) : Dharmasastra で は , 壮 望 毎 に 髪 ・ 此 を 整え る だ け に な る 。 
3. vgzgprgs7 が Z- | 森 へ と 出 立 し そこ で 生き る 者 ( 林 住 者 )」, zzsg- 「( 野 
生 植物 の 根 を ) 掘り 出し て 生き る 者 ] : 苦行 者 の 伝統 を 継承 し 7 太 - | 絡み 編 
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まれ た 長髪 を 保つ (Ozz-: 一 2.1.)。 

4. pg7zy の og- | 放浪 者 (遊行 者 )]」 万 放 xx-「 ち 食 」]」 sys- | 完全 放 

搬 者 ] (zz。 7 と も 呼ば れる ) : mg-「 頭 に 毛 が 無 い 状 態 」] また は 

$7g- 「 頭 頂部 の 毛 東 ] を 保持 。 
第 4 期 は 出家 し た バラ モン な いし 上 位 3 階級 の 生活 形態 に 対応 する 。 彼 ら の 
中 , ヴェ ー ダ の 伝統 に 則 る 者 は 充 7z- 「 頭 頂部 の 毛 東 ] を 保持 し た の に 対し , 
当時 既に 活躍 し て いた 自由 思想 家 zzzzg- (「 沙門 ] 一 2.1.)) の よう に , 革新 
的 立場 に 立つ 者 は 髪 と 上 峰 と を 完全 に 取り 除き , | 頭 に 毛 の 無い 状態 」 22- 
で あっ た と 推測 され る (一 222.) 。 

時 代 が 下る と と も に , 髪 と 頻 の 除去 に 「 死 と 再生 の 象徴 ] と いう 意味 が 薄れ , 
社会 的 身分 の 標識 と し て , 人 生 の 各 有 段階 に ふさ わし い 髪 型 を 整え る こと に 重 
点 が 移る 。 


2. 出 家 と 除 姜 
2.1. gg の 沙門] と 太 z2g- 

Grhyasatra や Dharmasutra の 成立 に 先立ち , Brahmana か ら 古 Upanisad 
(Brhad-Aranyaka-Upanisad, Chandogya-Upanisad 等 : BC.6 世 紀 頃 ) に か け 
て , | 宇宙 お よび 個人 を 支配 する 原理 ] (4zgz-, 7 の た -。 の 724sg- 等 ) の 考察 
と 「( 天 界 に お ける ) 不死 ] (Zzzz-) ) の 探求 が 発展 する 。 完 極 の 理想 状態 と し 
て の 「 不 死 」 すなわち 「 輪 想 か ら の 解放 (| 解脱 ]) 」 | 完全 な 消 減 zz- 「 湿 
禁 」 謗 + ッ y あ eg-7 「 完 全 に 消 減 す る 」)] を 求め る 思想 運動 は バラ モン 出身 の 
祭 官学 者 や 苦行 者 の 枠 を 越え て 広がり , BC. 00 年 頃 に は , zz 「 奮 励 
努力 する 者 」 (| 沙門 ]) と 呼ば れる 非 バ ラモン 出身 の 修行 者 た ち が 医 出し , 運 
命 論 , 唯物 論 , 不可 知 論 な ど , 極め て 多様 な 思想 を 自由 に 展開 し た 。 彼ら は , 
世俗 生活 を 捨て て 出家 し (動詞 万 o-yg- な が 名詞 ygygyg-) 頭髪 ・ 頻 を 除 
去 し , 裸 形 ある い は 特別 の 衣 を 身 に 着け て いた こと が 文献 や 美術 資料 ? か ら 
伺え る 。 頭 部 に 毛 が な い 状態 zzgz- (一 1.6. 1.7.。 2.2.) は 非 バ ラモン 系 修行 
者 zz6- の シン ボル と な り , 「 絡 み 編 ま れ た 長 毅 ] z- を 保持 する バラ モ 
ン 系 修行 者 zz- (~ 1.7.) と 対比 され る に 至る 。 出家 に 際 し て 髪 ・ 頻 を 除去 
し 震 い 衣 を 捨て る 行為 に は , 世俗 生活 者 と し て 死に , 聖なる 宗教 者 と し て 生 
まれ 変わ る と いう 古来 の 観念 が 生き て いる 。 


2.2. 仏教 ・ ジ ャ イナ 教 に お ける 出家 ・ 除 髪 の 定 型 名 
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Gotama 仏陀 も , Pasa (Parsva) や Mahavrra を 代表 と する jina た ち も , 彼ら 
の 弟子 達 も , 髪 と 頻 と を 剃る , 切る , むし り 取る こと に より , 「 頭 部 に 毛 の 
無い 状態 ] zzzg- と な り 出 家 し た 。 仏教 と ジャ イナ 教 の 両 経 典 に 頻出 する 出 
家 定型 名 は 出家 と 除 髪 と の 密接 な 関係 を 示す 。 

1) Jaina 教 白 衣 派 聖 典 (Ardhamagadhr) : 

777777 の 7 2727777 597 の O 7 の 977 の 77 の の PV76. 

「 頭 に 毛 の 無い 状態 (zzZz-) と な っ て , 家 か ら 家 無き 状態 へ と 歩み 出 た 。] 
pgvvgje (nom.sg. 過去 分 詞 ) Ayaramga II 15,1 (no.733) [Mahavra] - Kappa 
I 1 [Mahavira] - 149 [Pasa/Parsva] - 170 [Aritthanemi/Aristhanemi] - 205 
[Usabha/Rsabha]: pzyyg (nom. pl.) Suyagada II 7, 14 (no.853) : pgvvg77ge 
(mf ) Snyagada II 7.10 (no.849) = 17 (no.856) = 18 (no.837) - 26 (no.865) 
こ 18 (no.857) ze 72777 gg の go 7 な 2 22 が 26: YY の 7 が ss が 7 (fut.) Thana 
210.2: pzvyge7 な (opt.) Viyahapannatti IX 31.4 (DELEu 430a: p.139) . 

Kapp (Kalpa) の Jina 伝 で は 上 記 の 定型 句 に 先行 し て 髪 (な いし 頻 ) の 毛 を 

引き 抜く こと (/oy- < /pcg-) が 述べ られ る : sg が 7 ev2 PC の -7 が 77 が 77 7 の 277 

ん ze .… 27 の e 7Zv777 ggg7o g7geg77yg77 gyyge. | まさしく 自 ら , $ つ の 提 り 

こぶ し か ら 成 る (握り こぶ し 3$ 回 分 の ) 抜 毛 を 行っ た 。.… 頭 に 毛 の 無い 状態 

と な っ て , [ 彼 は ] 家 か ら 家 無き 状態 へ と 歩み 出 た 。」 
Kappa I 116 [Mahavrra] = 157 [Parsval = 173 [Aristhanemi] - 211 [Rsabha] 
… cgz-777 が 7 7oyg7 … |.… 4 つの 握り こぶ し か ら 成 る 抜 毛 を .… 

2) 仏教 上 座 部 聖典 (Pah) : 

ん esg777SSZ7777 の 77767D7 ん 9 の 7777 7772777 7CC/727e77 97 の 57779 7795g77277 の の の の の 77 の . 

「 (自身 の ) 髪 と 頻 と を 自身 に 取り 除 か せ (自ら 髪 と 頻 と を 取り 除い て : midqqle 

caus. og7eng) 褐色 の 衣 を 身 に 着け て (gcc/zZen の の 家 か ら 家 の な い 状 肖 

へ と 歩み 出 た 。」 
[Gotama Buddha] DI115=131=MTIL 166- こ MI163 2727.…pg の の 77: [Vipassin 
Buddha] D II 29 ppZ7 が sy2777 pg の の g 記 [Yasa] Vin 1 19f pg の の 7 が の: [Sudinna] Vin 
III 12 pp7eyy277 の の の の の 77 が 7 M 1451f 2 の の 27eyy7 の の 7 が 7 NiddT156 (zu 


Sn 821) pg の 7 が 婦 : [Mahakassapa」 S II 219f yo 7277 .… vV の 7 が 7Or )4772 7 
… pg の の 7eyyg7 が so 太 v2 が 7 .… pg の の 7 の 7 (Bd. PTS pg の 27 : [Dalhanemi 士 と 
従者 ] D II 60 = 64: [Janaka 土 : caus.L] Ja-a VI 32 7 ん 2 人 2 pg 人 oy の e7t 
esyggssz77 ope が g … | 王 は 理髪 師 を 呼ば せ て , ( 王 の ) 髪 と 頻 と を 
取り 除 か せ て .…] : [女性 : Mahapajapatr Gotamr] Vin II 2533 =AIV 274 /ese 
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2en7 … 「 髪 を (特使 い に ) 切ら せ て .…]。 Cf Ja-aL89 (Nidanakatha) 認 7 
ん esg2ss77 07 の en ん Zs の y2V27 が vg7O ん 7 の 772277o 2 cg の 7 が | 今や, 髪 
順 と を 取り 除い て 褐色 の 衣 を 身 に 着け て , 鉢 を 手 に 持ち , 批 鉢 の た め 
に 歩き 回 る 」。 
上 記 定 型 名 の 変形 が 三 帰 依 文 に よる 入門 儀礼 に 現れ る (一 4.2.)。 


ジャ イナ 教 で は 除 沿 が 単に 訪 zz- 二 7z「 頭 部 に 毛 の 無い 状態 と な る 」 
と 表現 され , 衣 に つい て は 触れ られ な い 。 こ れ に 対し , 仏教 で は より 詳細 に 
esg7zgssz77 7 の erg 「 髪 と 央 と を 自分 自身 に 取り 除 か せ て 」 即ち | 自ら 敵 と 六 
と を 取り 除い て 」 と 表現 され (女性 の 場合 は 髪 を 切る , また は 切ら せる ), 衣 
を 取り 替え る こと が 付け 加わ る 。 
ジャ イナ 教 で も 仏教 同様 に , 髪 だ け で な く 疾 も 除去 され た は ず で ある ”。 頻 
に つい て 言及 され な い の は 奇妙 で あり , 妨 zz- の 語 が , 髪 だ け で な く 寿 を も 
含め て , 頭 部 全体 の 無 毛 状 態 を 表現 し て いる と 解釈 され る 。 
dg- と その 派生 語 に は 俺 蔵 的 な ニュ アン ス が ある た め に , 仏教 文献 で は 
仏教 徒 自 身 に 関し て の 使用 が 忌避 され , 同義 の 形容 詞 zzg- が 現れ る (一 
4.2. 除 髪 式 ,zzg-427g-) "。 髪 と 頻 の 除去 は , 一 般 に 動詞 orope-7 (2vg + 
z7 | 下降 する 」 の caus. [剃り (切り ) 落と す 」 ーn29) に より 表現 され , 定 
型 名 で は o み eg が 現れ る 「。 middle caus.*oZ7e-“ の 絶対 詞 oerg の 使用 は , 
自ら の 意思 で 自ら 実行 し た こと を 強調 する た めで あろ う (一 n7)。 
ジャ イナ 教 定型 名 が 衣 に つい て 触れ な い の は , 白衣 を 着る 者 た ち (白衣 派 ) 
と 裸 の 者 た ち ( 裸 行 派 ) が 併存 し て いた 状況 を 反映 し て いる も の と 推測 され る 。 
仏教 の 出家 定型 人 句 と Baudhayana-Dharmasutra の 第 4 住 期 規 定 (一 17.) に 
は 顕著 な 類似 が 見 られ る : 
IL 10.17.10 - IL 1.10 [第 4 住 期 Samnyasin. Sahma, Yayavara, Cakracara の 出 
家 規定 ] es2- 編 7 た -/57g-72 人 7 の 7 vpgy が 7 … | 髪 と 頻 と 体毛 と 爪 と を 旬 
ら せ た 後 で .…」 : [ 衣 の 取り 頑 え ] IL 6.11.21 [Parivrajaka] 太 s の yg-y2s7 | 褐 
色 の 衣 を 着 て いる | : IL 10.17.44 [Samnyasin] 7 cg72 太 の 7y77 7 人 7 vg5O 
大 み ge/「 そ し て これ 以後 は 白い 衣 を 身 に 着け て は な ら な い 」。 


3. 出家 の 際 に 取り 除い た 准 ま た は を 納め た 宝石 の 容器 が 天 に 運ば れ 量 座 と 
し て 祀 ら れる と いう 伝説 が 仏 伝 お よび Mahavrra 伝 に 共通 し て 現れ , 仏教 と ジ 
ャ イナ 教 と の 密接 な 関係 を 示す 。 
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3.1. Gotama 仏 除 の 出家 除 伝 説 
A) Jataka-atthavannana 1 64.30-65.9 (Nidanakatha, Santikenidana) 


-… 7 の 7O y の Pd77 eV の 72gge7 の C777 の 7yy72777 27777g797777e779 の 5777 gg977777 
vg7277777e77 7 の 7 婦 yg の 77777 c7777 gg7e7 の c77777. ん es の 77772779777 7 
gg ん 77 の 977777 ZSG77 977777977. 7 の 72 YU の 7/7P77 77 eV の /77777 
7Oy7. 775S7777 Cg 7777777777 の 977 の 7O97. 777 ん eyg772577077 の 777 人 7CC の 777 77777 の 
os7. og7/sg77O sg の 77O77 の c77277 ge の "soc 'g7277 の 77o Zrsy77 
g ん se 7777Z77。 77O ce の 7 の 7 777 "7 77777 人 77e 妨 め 7 7277 C772777777P@777277777 
了 ア O7 の 7 の の の 772972777 77777777 777 の 9 ん Zye 97777Z97. Sg 人 KO evg7 の 9 の の の gcg 人 777 の 
o7o ん e7@ の 79777 の -7 の 7 の 7 の -C の 775079 ん 6749 S9777 の 77CC777 ル の 7 の の 777745 の - の 7 の 776 
CZ の 777-Ce77)777 7777 7777 の eo7. 
[Gatha 7] Ce の 7 77O7777 778 の 7772V9772777 / ve777y の 777 2777 の 7 gg の ggg/o / 
sss77677O 77 の 9 729777 /.77V77777C97725O7776777 yyo // 
そこ で 「 ま さ に 自ら , 刀 (Azggg-: 太 zgg-) に より 私 は [上 を ] 切 ろう 」 
と [考え て , 菩薩 Siddhartha は ] 右手 で 剣 (zs:-) を 掴み 左手 で ター バン 
(zo : 7) と と も に 六 を 掴ん で 切っ た 。 頻 た ち は 2 angula (親指 幅 ) 
の 長き に な り , 右 へ と 巻き つつ 頭 に 付着 し て 残っ た 。 そ れ ら ( 髪 た ち は ) 
生き て いる 限り , それ (2 angula) と 同じ 長き さ で あっ た 。 上 峰 も また それ と 
同様 で あっ た 。 再 び 髪 と 哨 と を 取り 除く 必要 は 全く 無かっ た 。 菩薩 は タ 
ー バ ン と と も に 玲 を 掴み , 「 も し 私 が 目覚 め た 者 (仏陀 ) に な る で あろ 
うな ら ば , [ 玲 は ] 空間 に 留 ま れ , また ., も し そう で な けれ ば , 地 に 落ち よ ] 
と 空間 に 投げ た 。 その [投げ 出さ れ た ] 夫 と 宝玉 と 巻き 布 (ezzg-) [全体 ] 
は , 1 yojana の 長き を 持つ 状態 に 至っ て 空間 に 留まっ た 。 神 々 の 王 Sakka 
(Sakra: = Indra) ” は 天 的 な 視力 に より [それ を ] 眺め て , 1 Yojana の 長 さ 
の 宝石 の 箱 に より すべ て 受け 止め て , 三 十 三 [ 神 ] の 住処 に 「 壇 と 宝玉 ( 二 
飾り ) の 記念 碑 ]」 と 名 づけ て 安置 し た 。( 以 上 , 散文 ) 
[ 偽 頒 ] 最高 の 香料 で 香 ら され た ター バン を 切っ て , 
天空 へ と 投げ 上 げた , 最高 の 人 は 。 
千 の 目 を 持つ [イン ドラ 神 ] が 頭 で 受け 止め た , 
最高 の 黄金 の 箱 に より Vasu 神 た ちの 首長 (イン ドラ ) が 。 


この エピ ソー ド は , Ph 経典 で ある 本 taka (韻文 ) で は な く , その 注釈 の 序 で 
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ある 仏 伝 に 現れ る 。 散 文 と 偽 の 内 容 に は 痕 釣 が ある (宝石 の 箱 と 黄金 の 箱 : 
頭 で 受け 止め る )。 ゴ ー タ マ 仏 陀 の 髪 と 曳 と が , 生涯 伸び る こと な く , 出家 除 
髪 の 時 と 同じ 2 angula の 長き で あっ た と いう 記述 に は 仏陀 の 超人 化 が 覗 える 。 
2 amgula の 長 さ は 仏教 教団 で の 出家 者 の 髪 の 長き さ の 上 限 で ある (一 4.3.)。 


B) Mahavastu II 16Sf 
og77sg77ye77 57 の 776779 C7 の 7 c77777777. の C CZ 7677 の erg77777 777 の 7e77 
4277729/77(2 信 42497A7727// 人 22/27//2427777/ 用 774277 電 277777//77/7///27 久 り 274/2// 
菩薩 に より 剣 の 刃 を 用 いて 表 は 切ら れ た 。 そして, その 血 は 神々 の 首長 
で ある Sakra (mdra 一 n.13) に より 受け 取ら れ , 三 十 三 [ 神 ] の 住処 に 礼 
られ て いる (現在 形 )。 そし て 丹 の 祭り が ( 今 に 至 る まで ) 行 われ て いる ( 現 
在 形 )。 


C) Lalitavistara 225 (XV Abhiniskrama-Parivarta) 
sg ん 77ge77 の C77 の 77 C777 の 77777 ん ye ん 5 の 7 7 の 9. Cg 7 が 777S979 の gyg77 
0 77777277 … CZ の 777977O 77776 .… 
彼 は 剣 に より 丹 を 切り 虚空 ( に 役 び た と いう こと で ある (現在 形 + szz)。 
そし て , それ ( 轟 ) は 三 十 三 の 神々 に より 完全 に 掴ま えら れ た , 礼拝 の 
た め に 。 .…… 罰 の 祭り が ( 今 に 至 る まで ) 二 (現在 形 ) 。 


3.2. Mahavira の 出家 除 此 伝 説 

Ayaranga II 15.23 (Ed. Jaina-Agama-Series: II 3,15 no.766: Ed. Angasuttani:15.30) 
-… の ggV777 777ZV76 7777e779 の 7777777777 7726777 Y7777772 の 777C の -777777777277 /OY77 
ん 7677. 777 の 7 の 777 ye の ev777476 の ev47 の 7 S の 7772779S の 7759V77O 777772V77 の 5 /77777/- 
Ygyg-Pg の ye (vVv.ll /Z777" , 7/27777-UgPg-V7d7e, /7777-UZ の 7-Cg7776) 77777767277 
娘 7e77g777 ん es の 772 7cc777.「77777767 7/77776 "7 7777 777 の 277 Sg の 7 の 77 の 777 の 7. 
尊師 (652ggyg7 た -) "Mahavira は 右 [ 手 ] に より 右 の , 左 [ 手 ] に より 左 の , 
$ つの 撮り こぶ し か ら 成 る (握り こぶ し 5$ 回 分 の ) 抜 毛 を 行う (現在 
形 ) (一 2.2.) 。 す る と 神々 の 首長 で あり , 神々 の 王 で ある Saka (= Imdra: 
ーn.13) が , 沙門 で ある 尊師 Mahavrra に 跳 き ( 膝 を 足 と し て 降下 し て : 
7 の 人 - の gg の ye) ", ダイ アモ ンド 製 の 大 皿 で 髪 た ち を 受け 止め る (現在 
形 )。| 御 身 よ , あな た が 許可 され ます よう に (私 は 望み ます )」 (zes7 
opt: 話 者 の 願望 )" と [発言 を ] 為 し て (&zzzx/) [引き 抜い た 髪 を 入れ 
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た ダイ アモ ンド の 大 皿 を ] 乳 を 水 と し て 持つ 海 (= 天の川 , 銀河 ) に すっ 
か り 運 ぶ (現在 形 )。 


過去 の 出来 事 が 現在 形 で 表現 され て いる が ., 周知 の 事実 と し て 扱わ れ て いる 
た めで ある と 推測 きれる“『。 頻 に つい て は 明言 きれ て いな い (一 2.2.)。 


4. 教団 に お ける 髪 と 頻 の 取扱 
4.1. 出 家 と 教団 入門 

出家 と 教団 入門 と は 元 来 は 異な る 次 元 の 行為 で ある 。 出 家 は 宗教 的 目的 
の た め に 世俗 生活 を 捨て る こと で あり , 個人 の 孤独 な 修行 を 基本 と し , 師 
や 教団 へ の 入門 を 排除 は し な い が 必 要 と も し な い 。 し か し Gotama 仏陀 や 
Mahavra の 教え が 広まり , 出家 し た 弟 子 集団 が 組織 化 さ れる に 従い , 世俗 
生活 か ら 直 接 に 仏教 ・ ジ ャ イナ 教団 に 入る 者 が 増加 し , 出家 と 入門 が 結合 
出家 入門 儀礼 が 整備 され る 。 そ の 際 , 髪 と 頻 と の 除去 は 必須 条件 と な る 。 

入門 は 仏教 で は め gsgzpggg- ( 漢 訳 具足] | 受 戒 ]) と 呼ば れる 。,/ め g-s7- 
pg の 原義 は (下位 の 者 か ら 上 位 の 者 へ と ) 近づい て 一 緒 に な る 」 で ある が , 
2 の 9-Pg の sg7-pg の は 「 生 まれ 変わ る 」 と いう 意味 で も 用 いら れ , Zsg7 の gg7- 
に は 「 仏 弟子 と し て , 教団 の 一 員 と し て , 新た に 生ま れる 」 と いう 意味 が 含 
まれ る “"。 

ジャ イナ 教 で は 出家 pgp2g7Z- が 正規 の 教団 入門 訪 ZZ2z2- (の 2 が が 2pg77 な -) 
の 前 段階 と し て 組み 込ま れる 。 ng7Zv の - (の gs 太め g72-) (下位 の 者 を 上 
位 の 者 へ と ) 近づか せ て 立た せる こと , 側 に 侍 ら せる こと | と いう 表現 に は 
Brahmacarin 「 ヴ ェ ー ダ 学習 者 ] の 師 へ の 人 入門 zzzzg- (下位 の 者 を 上 位 
の 者 の ) 側 に 導く こと , 侍 ら せる こと 」| と の 類似 が 顕著 で ある 。 


の gge の yg- か ら 発展 し た pa. か 2cg77 の 7 信 -。 amg. 2 の gcerg- | 抑 行 」 が 仏 
教 ・ ジ ャ イナ 教 に お ける 修行 の 総体 を 示す こと と 共に , 入門 式 の 名 称 , 髪 

天 の 除去 , 入門 に よる 再生 の 観念 は , 仏教 ・ ジ ャ イナ 教 が ヴェ ー ダ 以来 の 
Brahmacarin の 入門 と 修行 を 継承 し て いる こと を 示す (一 1.5.) プ 。 ジャ イナ 教 
の 正規 入門 は , 後に 必 zz が Zvgzg- (の gs7 が 2 の gz の -) か ら g が 2- (sg-) と いう 
表現 に 変わ る が , 後者 も また ヴェ ー ダ タダ 祭 式 の ksg- (ソー マ 祭 で の 光 斎 ) に 遡 
り , 髪 ・ 頻 の 除去 に 象徴 され る 死 ・ 再 生 の 観念 と 結び つい て いる (1.4.)。 
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4.2. 仏教 憎 団 へ の 入門 と の 除去 
仏教 教団 成立 当初 に は 、 | 三 帰依 に よる 入門 ] ( 訪 : zzzeg7776 記 人 7 の 5 の 7 の 7) 
が 行わ れ た が , その 冒頭 に 出家 除 髪 の 定型 名 (一 2.2) の 変形 が 現れ る : 
Vinaya 1 22,10-20 ev が 7 cg 77g の 7 人 2ve の の の の 7e777 の の の 7 の 5 の 7 の 9e7 の の の の o. 
vg77g の の o の 7 の 77277 777777 BCC77777 77777777777 7777777 57CC77777 SG72g7777 
Sg7 の 77777 87CC77777 .… 
し か し また , 比丘 た ちよ , 次 の よう に 出家 させ 入門 させ る べき で ある 。 
最初 に [志願 者 に ] 英 と 敗 と を 取り 除 か せ , 褐色 の 衣 を 着 さ せ た 後 , .… 
災 の よう に 口 に せよ と [志願 者 に ] 言う べき で ある :「 私 は ( 家 な き 者 と 
し て ) [自身 を ] 守護 する 屋根 (szzz-: 327g7z-) で ある 仏陀 へ と 行く , 守 
護 す る 屋根 で ある 法 (Zzz-: の ig-/2 の gp-) へ と 行く , 守護 する 屋 
根 で ある 僧 団 (szzgzg-) へ と 行く 」 (この 旬 が 3 度 繰り 返さ れる ) .… 
仏教 教団 の 拡大 に より 三 帰依 に よる 入門 が 廃止 され , 白 四 間 磨 に よる 人 入門 
(が z77-cg7777e7- ん 7770e77 の - の 9597 の gg-) に 変更 され る 。 入門 志願 者 の 頭髪 が 
長い 場合 は 僧 団 に よる 除 髪 儀礼 ,zzZz- 万 7g- [注釈 2z2 が 26-。 下記 参 
照 ] (7zz- 王 2.2.) が 必要 と な る : 
Vinaya T 71.22-25 sgce /77K72ve 7 の -7777 が の - の の の の 74ggO の ggcc7g77, 
7 の 77 の -7777/7 ん 2777 CV7 の 77 97769777 の の 777. 5 の Ce 9C77777779- ん eyO の CC777, 572877 の 
の oe7 の の o 777272 の 7/ 人 7777777 ア 7. 
も し , 比 括 た ちょ , か つて 他 の 宗教 集団 に 属し て いた 者 が 裸 で 来る な ら 
ば , ( 彼 の ) 向 Gp2 が が Zg-: の 2 が yg-) の 要請 に 基づき ( 彼 の ) 衣 が 
探さ れ ね ば な ら な い 。 も し 髪 を 切っ て いな い 者 が 来る な ら ば , 僧 団 は 除 
上 式 を する よう に 【[ 和 韻 に より ] 通告 きれ ね ば な ら な い 。 
除 髪 式 を 行う 基準 と な る 髪 の 長 さ は , 注釈 に よる と 2angula (親指 幅 ) で ある 
( つ 3.1.A, 4.3.) : 
Samantapasadika V 1003,10-15 [Vin 1 77,8 sg7277 の 7o ん e7777 7727 の 727777 
へ の 注釈 ] yo pzzzg .… の 7zgr/7-eyo 7 7777- の 72g777g- ん eyO Vg ss ん eg-cc7e4772- 
万 ccg77 7 「 7777. 7297779 7272 の 7 人 7777277777 の 77 の 77CC7777 の 7 77 の 7y9777 の の の の の 76727777 
vV が 7277. の 77g772777777- ん eyO 777 ア O 7O7 77727772yO 人 esg-y7772-779777- の の 77 の の 7 5 の 
777277 の 77777777 の 77CC77777 7 の の 7677 の の oO. 
し か し , も し .…. 2 amgula の 長 さ の 髪 を 持っ て いる か , 2 angula より 少な 
い 長 さ の 髪 を 持っ て いる な ら ば , その 者 に は を 切る 義務 は 無い 。 そ 
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れ 故 に , 除 髪 式 (zzgzkz7g-) を 申請 し な か っ た 場合 で も . その よう 
な 者 を 出家 きせ る こと は 適切 で ある 。 他方, も し 2 amgula を 超え る 上 を 
持っ て いる な ら ば , せい ぜ い 髪 を 頭頂 部 の 東 だ け 保 持 し て いる 場合 で も , 
その 者 は , [ 向 が ] 除 此 式 を 申請 し た 後に の み Gz: ey2), 出家 させ られ 


4.3. 仏教 僧 団 生 活 に お ける 髪 と 頻 の 取扱 
人 門 後 も 頭髪 を 短く 保つ こと が 要求 され , その 手入れ も 細か く 規 定 さ れる 。 
許さ れる 髪 の 長き さ の 上 限 は 2 angula (親指 幅 ) (一 3.1.。 4.2.), ある い は 2 ヶ月 
伸び た 長 さ で ある : 
Vm II 106f. 7 ヵ 2 7Zve の g72 ん es@ 27e7g の 5. oO の 7 の ey の 9 の 77 g の 人 27259. 
の 777 の 27777 の 7 人 77Zve の 7749577777 7 の 7 の 7297477777 V7 77. 747 の 7 人 7Ze Occ7je77 の es 
osg77e7g の の g .… 7 27677 … 7 の 7772- の 779 ん e77 の .… 7 の S77772-7e/Z ん 777 .… 7 
72-7e/ge772 … YO Os の 770eyy の , の の 77 の 72956 7. 
[比丘 た ちよ , NM れる べき で な い 。 も し 保持 すれ ば , 「 量 
作 」 (zz-) を 犯し た こと に な る 。 私 は 許す 比丘 た ちよ ,2 ヶ 月 間 [ 伸 
び た 敵 の 長き ] か , 2 指 幅 [まで の 髪 の 長 き ] を 。 比 た ちよ , 髪 (pl.) 
は ブラ シ に より 滑ら か に され る べき で な い .… 杭 に より .… 手 杭 に より .… 
固体 油 に より .… 液 状 油 に より .… も し [ 髪 を ] 滑ら か に する な ら ば , 「 量 
作 」 (Zzzg-) を 犯し た こと に な る 」 と 「[ 世 尊 は 告げ た ]。 
除 毛 に は ヴェ ー ダ 以来 の 伝統 に 従い 剃刀 (zz < の 6) を 用 い (一 1.3.), は 
さき み が 禁 止 き れる (一 4.6.) : 
Vin II 133-13S: 7 7 人 7Zye の g7 7g 人 7 727e7/g の の .… 7777977 の 7777 77 "772- 


cc7egd779777.… 7459972777 729 の 7 の 7 ん 777 77772772777777 ん eye O7O/677777 77.… 


g77777777 7 7777 ん 7 の -774777 727 の -97 の 7277 77777777 ん 777 S の の 77 人 77777 の - 
7 の 477 77.… 7 の 7 "777957777 人 2 の P の De77 の 77. 7 77557777 V の 7 の e77 の の 77.…. 7 の 
sg77 の 7e /o7z277 の 77027e72 の の g77.… 72 の が" ん 77277 カ 2 ん eye c7edgpe7g の 57.… | 比 
丘 た ちよ , 長い 爪 が 保持 され る べき で な い 。.… 比丘 た ちよ , 爪 切り 道具 
を 私 は 許可 する 」 と ( 世 薩 は 告 好 た ]。 8 。 他方 比 括 た ちよ , 比丘 た ち 
は 互い に 髪 を 除去 させ 合う (互い ( = 圧 を 剃り 合 う ) こと が で きる | と [ 眉 
尊 は 告げ た ]。.… 内 よ , 私 は 許可 する , 剃刀 を , 剃刀 の 研ぎ 石 を , 
剃刀 の 研ぎ 粉 を , 布 き れ を , 全て の 剃刀 の た め の 道 具 を ] と 「[ 世 尊 は 告 
げた ]。.… 比丘 た ちよ , 央 は 互い に 整え させ られ る べき で は な い (相互 
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に 頻 を 整え あっ て は いけ な い )。 導 は 互い に 増大 さき せら れる べき で な い 。 

. 比 括 た ちよ , 陰部 に お いて 体毛 は 互い に まとめ 整え させ られ る べき で 

は な い 。.… 比 括 た ちよ , 髪 は は さ み に より 互い に 切ら せら れる べき で は 

な い (互い に こ は さ み で 髪 を 切り 合っ て は いけ な い )。.…][ と 世 尊 は 告げ た ]。 
比丘 に 対し 動詞 ozope-" と 名 詞 oyopzzg- が 使用 きれ る の に 対し , 比丘 尼 に 対 
し て は ceggzg-「 切 る こと 」] と 規定 され る こと か ら , 比丘 の 除 髪 は 「 切 る こと ] 
で は な く 「 剃 る こと ] で あっ た と 推測 され る (一 2.2.) : 

Vin II 279f. 7ez2 ん oO の 7 の Sd772ye77 の 7 ん 772777 の の の 775677 9 の 24777 ん eyg- 


cc7eg2777777 7 ん 2-cc77e47777 V の 7 の - の の 7 人 27777977 人 ん 77 ん 7/cc の 7772 7 の Sg の 7777. 
が gg7 の 67277 72772 の 7OC@52777. 7277977777 77 放 人 772e 5 の 7777 7. 

し か し 実に その 時 , 比丘 尼 た ち は , 男 た ちと 挨拶 する こと を , を 切 
る こと を , 爪 を 切る こと を , 傷 の 治療 を , [ 僧 団 規則 培 反 を ] 心配 し て , 
享受 し て いな か っ た (現在 形 : szZjygz が の) て 。 [人 々 は ] 世間 に この こと を 
告げ た 。 [比丘 尼 た ちよ , 亭 受 する こと を 私 は 許す ] と [世間 は 告げ た ]。 


4.5. ジ ャ イナ 教団 へ の 入門 と 開 の 除去 
ジャ イナ 教団 に お ける 髪 と 凌 の 取扱 に つい て 筆者 は 資料 収集 の 段階 に あり , 
0 表し た い 。 出家 除 髪 の 定型 表現 (一 2.2.) か ら は , 出家 の 
際 に 上 と 曳 と を すべ て 除去 する こと は 当然 で あり , 本 来 は jina に 條 い 手 で 引 
NN 空 衣 派 回 典 に は , 出家 儀礼 Pavvaja に お いて , 入 
門 志願 者 に 自ら 毅 と 頻 と を 引き 抜か せ , 裸 に な ら せ る 規定 が ある と 報告 され 
て いる ぞ 。 筆 者 の これ まで の 調査 で は , 白衣 派 の 聖典 に は Bhandukamma に 対 
応 す る よう な 除 髪 儀礼 の 規定 が 見 当たら な い ぞ 。 
ジャ イナ 教団 で の 修行 階 桶 を 列挙 する 定型 表現 か ら は , 入門 志願 者 を 見 習 
いと し て 出家 させ (pye- : "prgy2p の の リ , 頭 に 毛 の な い 状 態 (… 2.2.) に 
させ (ze- : 7 の 2 の 2-), 学習 させ (seZye-) sk 人 ge-: 7 の の) 正 
規 に 入門 させ る (ze-: の の が の の eg-) と いう 順序 が 伺え る : 
Thana II-1 no. 66 .… ん の pg7 77ggc77777777 の Dg 772od777777777 7 PP の 7 が 6 一 - /g7770777 
ce 777 Ce / ev77 27 の が 772. 5777776 yg が 7 が ge … | .… 男性 信者 
た ち で あれ , 女性 信者 た ち で あれ , 0 9 か つ 北 向き に NM 2 
出家 させ る の が 坦 区 で ある 。 同様 に , 頭 に 毛 の な い 状 態 に させ る の が , 
較 i NH は の ウロ ロロ 


204: Bhagavai II 52 .… sy77 ev の PV の 7777, Sd777 6V7 27777 5 の 777 
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evg se … | まさ し く 自 ら 出 家 さ せら れ た , まさ し く 自 ら 無 髪 に さ 
れ た , まさ し く 自 ら 学 習 さ せら れ た .…」 <-II 53. 


4.6. ジ ャ イナ 教団 生活 に お ける 頻 と 雌 の 取扱 
白衣 派 加 典 で は , 雨期 の 定住 oygvzzZ-”) 期間 は 邊 の 体毛 と 同じ 長き ま 
で は 髪 を 伸ばす こと が 許さ れる が , 雨期 定住 終了 後 は 定期 的 な 除 髪 が 義務 づ 
けら れる : 
Kappa III (Samaya=Pajjosavana-kappa) 37 


vgs@-vgy77 の 7 の yy の 7 (Ed. JACOBI . [= pajjosavie] ) 7o ん 2p/g7 
77gg72777777 V 7772677777777772 V 97777 の の 7 の の 777O gO-/O7779- の の の 777977-777772 17 
ん esg 7277 727777 27 人 g の ve (Ed. JACOBI = Ed. LALWANI gy の 5: n.31). 
の 27277 太 777742/777/7772777 信 VZ 信 /7/777 有 7742727/7 久 77 廊 77)774777/ 胡 7】77 衣 科 /7/77/7】77 太 74/ ル 204 
7 の 57e ん 77777 の - 77777 の 6, 7772-77257e ん 777277-7777777 の 6, C/72777-77976 /Oe 9777ZCC7777 ど 
7 座 //72429/77///2 
雨期 毎 に 定住 し て いる (josgvyg- 一 n.27) ジャ イナ 教団 男性 修行 者 
gg が 7 が 2g- た ち , な いし 女性 修行 者 ge た ち に より *, 雨期 の 定住 
(pg7osgyg7 の - nn.27) の 後 , [彼ら の ] 髪 た ち が , 和牛 の 体毛 と 同じ 程度 の 
長き に 過ぎ な く て も , その (雨期 定住 の 最後 の ) 夜 を 越え て 保持 され 
る こと は (nf み 太 gze), 不適 切 で ある 。 高中 な 者 ヵ yz- た ち は [ 雨 
期 の 定住 の 後 は ] 剃刀 に よる 頭 部 無 毛 状 台 か , ( 髪 ・ 曳 を ) 引き 抜か れ 
た 頭 に な る べき で あろ う 。 半 月間 の (>) 【[ 髪 ・ 羅 を ] 伸ばす こと 
( ヵ oygz6) が ある “ デ 。 月 毎 の 剃刀 に よる 頭 部 無 毛 状態 が , 半月 毎 の は さ み 
に よる 和 無 毛 状態 が . 6 ヶ月 毎 な いし 1 年 毎 の 握り こぶ し で の 引き 抜き に 
よる 無 毛 状態 が , 長老 gg- (szvzg-) に 対す る 規則 で ある 。 
剃刀 で 剃る ., は さ み で 切る , 手 で 和 省 り 取 る , と いう 3 種 の 方 法 と , 半月 , 6 ヶ月 , 
1 年 と いう 3 種 の 期間 が 混在 し て いる 。 仏教 Vinaya で 禁止 さき れる 「 は さ み ] 
の 使用 が 注目 され る (一 4.3.) 。 半 月 毎 の 除 此 は バラ モン 家長 が 月 の 期 望 ( 新 
月 満月 祭 Upavasatha) に 行う 髪 ・ 頻 の 除去 に 一 致す る (一 1.2.)。 


奥田 清明 ( 聖 應 ) 博士 の Malacara 第 1 章 の 研究 〒" に よる と , 白衣 派 の 五大 
戒 な いし 六 大 戒 の み の Malaguna に 対し , 空 衣 派 で は 28 の Mnlaguna 「 基 本 的 
な 徳 」 が 説 か れ , 髪 と 此 の 引き 抜き (ocz-) や 洒 浴 し な いこ と (Zzz-), 歯 
を 磨 か ぬこ と (4Zzzz-g ヵ gsgzg-) な ど が 含ま れる (V 2.3 = K. 4.5)。 抜 毛 は 2, 
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3, な いし 4 ヶ月 毎 に 行わ れる (V 29 =K. 32) : 

07gg-77gg-Cg7/ ん 7-77 の 6 /Oco 7 人 Ks-77 の 7/777779-7770777770 / 

sq の 9 の 7 ん 77776 の 7ygse ZZVye77 eg ん gy の // 

2, 3, な いし 4 ヶ月 が 経過 する と [それぞれ] 最高 , 中 級 , 最低 の [ 髪 

と と の ] 引き 抜き が , 罪 過 告白 を する 日 ( 昼 ) に 断食 と と も に 行わ れ 

る べべ き で ある 。 
抜 毛 と 罪 過 告 白 お よび 断食 と の 結び つき は , 新 満月 祭 前 日 Upavasatha (仏教 
Uposatha, ジャ イナ 教 PosahPosadha の 起源 ) に 髪 と 頻 を 除去 し 食事 を 制限 し 
て 齋 不 し た ヴェ ー ダ 以来 の 伝統 の 跡 を 示す (一 1.2.)。 

更に , 涼 浴 せ ず 垢 に 汚れ る こと も 自制 を 守る 徳 と し て 説明 され る (V 31= 

K.34)。 洒 浴 せ ず 垢 を 保持 する 生き 方 は ヴェ ー ダ 期 の 苦行 者 に 遡る (一 1.2.) 。 


ジャ イナ 教 で は , 毅 と 時 の 引き 抜き や 洒 油 し な いこ と に 無 所 有 ., 不 殺 生 , 
自制 , 禁欲 , 苦行 な どの 意味 が 与え られ , 髪 ・ 疾 ・ 垢 な ど が 生命 力 の 象徴 と 
し て 神聖 な 力 を 持つ と いう 古来 の 考え 方 が 薄れ て いる と 思わ れる 。 


【 日 本 学術 振興 会 科学 研究 費 補助 金 基盤 研究 (C) に よる 研究 成果 の 一 部 】 


計 

、 全体 の 概略 と 仏教 に 関す る 部 分 は , 1994 年 日 本 仏教 学会 年 報 第 9 号 (1994) = 「 仏 教 に 
お ける 聖 と 俗 」 (1994) p.77-90 に 「 此 と 膝 ] と 題し て 発表 : 1999 に Mette 教授 記念 論文 集 
に 招待 され 包括 的 な 論文 を 提出 し た が 分 量 超過 の た め 掲 載 を 断念 : 2010 年 より 科研 費 の 
補助 に よる 研究 を 行う 。 本 稿 で は ヴェ ー ダ 関係 の 出典 を 省略 し た が , 主要 な 典拠 に つい て 
は 「 髪 と 罰 ] を 参照 さま れ た い 。 ジ ャ イナ 教 に 関し 貴重 な 教示 を 頂い た 河崎 豊 氏 に 感謝 する 。 
^ 後に は 特に 「 性 的 禁欲 ] が 重視 され , 狭義 の gc の yg- と な る 。 

” 動詞 zz と 4( の と の 結合 は 他 に 知ら れず , czg- は 格 支配 前 置 詞 。 と 名 詞 og- と 
の 複合 語 と 解 さ れる 。 こ の 種 の 複合 語 (本 来 , 形容 誤 と し て 機能 ) に 関し て は DEBRuNNER, 
Altindische Grammatik II 812:S119by. 参照 :z の 格 支配 に 関し て は DELBROck, Altindische Syntax 
p.425:S238, SpEuER。 Sanskrit Syntax p.122:S168 参照 。| 奪 励 皮 力 へ の 場 (状態 )] を 意味 す 
る 97g7g- に 対し , その 二 次 派生 語 2497- は 「297g- に より 特徴 づけ られ る 人 | を 指 
すこ と が 注目 され る : e.g. Manusmrti II 78 szZ7 が gyO Py 7 の 7 が 77 の /7 の 76777776777 C の 2777 / 
g77gs7 が e77g7P の の 727y77e 72577 の 7 577Z577770 977g77 |3 27g77 が - (学生 , 林 住 者 , 遍歴 者 ) と も 
知識 と 食物 に より 毎日 , 他 な ら ぬ 家長 に より 扶 状 _ さ れ て いる 逆 に , 家 が 最も 優れ た grge- 
で ある 」。 

4 [不死 」 fg- と は 地上 で 生き て いる 人 間 が 死な な いこ と で は な い 。 死後 , 天界 に 至 
り , そこ で の 再 死 ag を 克服 し , 地上 に 再生 せ ず 永遠 に 天界 に と ど ま る こと で あ 
る 。Cf 筆者 , Das Jenseits und 7s7Z-p 太 77- “die Wirkung des Geopferten-und-Geschenkten* in der 
vedischen Religion, Indoarische, Iranisch und die Indogermianistik, 2000.p.475-490: ista-parta-| 祭 
式 と 布施 の 効力 ] と 来世 , 今西 教授 記念 論集 , 1996, p.862-882. 
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* [出家 」 (yzyyzjg-). すなわち , 通常 の 社会 生活 を 営ん で いた 家長 が 宗教 的 実践 の た 
め に 家族 や 財産 を 捨て 家 を 出 て 行く (ye-ygg- り 行為 が 文献 に 最初 に 現れ る の は Brhad- 
Aranyaka-Upanisad IV $S で ある 。 当 時 最高 の バラ モン 学者 で あっ た Yajnavalkya が 二 人 の 妻 
を 捨て 家 を 出 て 行く (Kanva 派 BAU IV5.2 太 gyg7zsyg7 こ Madhyandina 派 Satapathabrahmana 
XIV 7.3.2 2 の 7sy7: BAU TV 5.15 Z7 の 7g 子 Satapathabrahmana XIV 7.3.2 dy の 2) 。 

? 仏教 美術 で は 仏陀 に 口 肖 や 了 肉 融 等 の 表現 が 見 られ , 訪 zgg- で あっ た 事実 と 矛盾 する 。 
造形 表現 の 成立 過程 に お ける ヘレ ニズム お よび 中 央 アジ ア の 美術 の 影響 と 共に , 仏陀 の 超 
人 化 に よる 大 人 相 の 概念 の 導入 と 再 解釈 に 起因 する と 考え られ る 。 詳細 は 別 稿 に 譲る が , 
概略 は 「 敵 と 罰 ] p.82f 参照 。 
* 他動詞 zug- ヵ zzg-" (一 を : acc.) 下方 へ と 取り 除く 」 一 active caus. gyg-7 の gg-「 (誰か に ) 
(一 を : acc.) 取り 除 か せる 」 一 middle caus. *Zvg- が 7gyg-“ テ pa. oo が 7e-「 | 自分 自身 に (一 を : 
acc.) [自分 か ら ] 取り 除 か せる | すなわち 「 自 分 自身 が 自分 の 意思 で (一 を : acc.) [自分 
か ら ] 取り 除 か せる 」: middle が reHexive (caus. の 主語 = caus. の 直接 目的 語 = 行為 者 ) と 
し て 機能 し , さら に 補助 的 に affective (主語 自身 に 関与 : 自分 の た め に , 自分 の , 自分 か 
ら ) と し て も 働い て いる 。o ヵ ge-" か ら 二 次 的 caus. o7 み の e-7o7g7 の e- "誰か に 一 を 自分 自 
身 か ら 取 り 除 か せる | が 作ら れる ( 例 : 上 記 Janaka 王 の 出家 )。Pali, BHS, Amg 等 の 初期 
MIA で は caus. が 使役 で は な く , 基本 動詞 と 同様 の 他動詞 ・ 自 動詞 と し て . ある い は 基本 
動詞 の 受動 の 意味 で 用 いら れる 現象 が 見 られ , その 多く が caus. の reHexive middle に 由来 
する と 推測 され る 。 筆者 , “Zu mittelindischen Verben aus medialen Kausativa", Jaina Studies in 
Honour of J. Deleu, 1993,p.261-314 (p.296: Addenda 4 gyg- 友 ) お よび 「Uttarajjhayana X 1-36d 
sg が goyg7g 77 な pg7 の yge 一 使役 法 中 動態 に 由来 する 中 期 イ ンド 語 動 詞 一 ジャ イナ 
教研 究 第 2 号 , 1996, p.17-38 (p.20:B-2, B-3,p.23 ze- 万 。 p.33 n.5) 参照 。 

『[z-]cgzZ が ye-7「( 一 に よっ て : instr) (一 を : acc.) 義 い 包 む 」 (他動詞 また は caus.) 一 
reflexive middle ( [な] c ヵ ZZ が yo-e | 自ら を 覆い 包む , (一 を : acc.) 着る ] > pa. 2cc/Zge-7 (| 誰 
か に 一 を (acc.) 着き せる 」 も 同形 ) : 筆者 Verben aus medialen Kausativa ( 一 n.7),p.294f:8.8. 
(cg の , お よび Uttarajjhayana X 1-36d (一 n.7).p.25f (な -c7gg) 参照 。 

” Vasunandi の Malacala 二 に よる と , ジャ イナ 教 ( 裸 形 派 ) で は 虹 も 「 抜 毛 ] /pcz- の 対象 
と な る : 奥田 清明 「Malacara 第 一 章 」( 一 4.6.. n.33).p.1048 n.2 参照 。 

[ 髪 と 曳 ] p.80 お よび p.86n.13,n.14 参照 。 

り 「 髪 と 」 p.87 n.15 参照 。 

“ 韻律 は Jagatr か ら 発展 し 固定 され た Imdravamsa (4 メーー こ ー ここ ー こ ーー こと D。 

“ 仏教 ・ ジ ャ イナ 教 で は , Indra 神 の 呼称 が 変化 する : ヴェ ー ダ で の 別名 zpg- > sg 大 g- 「 能 
力 ある 者 」 が 固有 名 と な り , 本 名 ヵ み g-> dg- は 「( 神 々 の ) 首長 ] の 意味 に 転化 する 。 
“原義 「 良 い 分 け 前 を 持つ , 幸運 に 恵まれ た | か ら 敬 称 と な り 「 先 生 ] の 意味 で 広く 使わ 
れる 。 

“JAcoBr, Jaina Sutras IT p.199 “falling down before the feet of the Venerable Ascetic Mahavira". 

? 廊 g の 2.Sg. indic. pres. は Amg., Jm., Mahar. で 罰 zZs が gs で ある が , -e- 語幹 も 散発 的 
に Jm.,J$. に 見 られ る (PiscmEr SS10)。zzz/Zzes7 は 一 次 語尾 を 伴う opt. と も 解せ る : cf 
CAiLLAT。 Pour une nuovelle grammaire du Pali, 1970, p.25: ALspoRF。 WZKS 13,1971, p.31 n.24 = 
KI.Schr. p.388 n.24: V. HrNOBER。 Das tere Mi. im Uberblick, 1986, p.180: 8439. ここ で は 話 者 の 
希望 を 表現 する opt の 可能 性 が 高い 。 

7 慣用 表現 訪 な に 関し て は Bommrmek und Rorm sy. 廊 お よび ん 参照 。 7/ < が . 
Absolutiv -7z (< -7 の ) は Amg.,Jm.( 稀 に Pah) に 見 られ る : -ng>-ng (語末 短 縮 ) > 
*- (labialisation) > -7/ ( PscdELS 578 は 異な る 見 人 解 )。 Cf 筆者 . “Die mittelindische 
Lautentwicklung von y in Konsonantengruppen mit Verschlulaut bzw. Zischlaut* (IIJ 31, 1988, 
p.87-109) p.94f.。 n.13, n.14: “Mittelindische Absolutivbildung auf 2*- れ の 47 und Verwandte 
Probleme der Lautentwicklung” (Panels of the VIIth World Sanskrit Conference in Leiden 1987, 
vol. VI/VII、 1991. 10-21) p.17f., n.11. 
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* Vedic に お ける injunctive に 対応 (cf K.Hoffmann, Der Injunktiv im Veda, 1967) 。 

前 前 n.18,n.37. n.41 参照 。 
パ 「 敵 と 」 p.83f : [ 附 論 : upasampada | 入門] と brahmacarya (pali: brahmacariya)] 参照 。 
^ 比丘 の 集会 で 3 回 動議 が 提出 きれ , 異議 が な か っ た 場合 , 4 回 目 の 動議 提出 (が z 記 -: 
太め な 7 の な ) の 手続 き (4Zzg-: 人 gg-) に より 入門 が 許可 され る 。 
デ sg が 7「 自 ら に 許す , 亭 受 する | は caus. szyg-"「( 何 か を ) 美味 し くす る 」 の 
affektive middle *sv22zyg-"「 自 ら に ( 何 か を ) 美味 し くす る 」 か ら 発 展 し た と 考え られ る : 
著者 Fs. Deleu p.282f お よび n.23 参照 。 本 稿 n.7 oe-7 と n.8 gcc/gge-7 も 参照 。 
デ ScnoBRrNcG, Die Lehre der Jainas p.159: S137 参照 。 
DEo, History of Jaina Monachism, Poona 1936, p.335 参照 。 筆 者 は 未確認 。 
= Diksa で の 抜 毛 儀礼 に 関し て は Paul DuNpAs, The Jains, 199272002, p.135-137 参照 。 
北東] と いう 表現 に 関し て は zz y 砂 灰 gz 「 北 東 に 向い 立ち な が ら 」 Satapatha- 
Brahmana VI 6, 2, 24:7.2,1 等 参照 。 ヴ ェ ー ダ 祭 式 で は 北東 は 天界 の 門 が ある 神聖 な 方 角 
と され る (SB VI 6. 2, 4 参照 )。 こ の 伝統 が ジャ イナ 教 に も 受け 継が れ , 主要 儀礼 は 北東 に 
向っ て 行わ れる (ScussrNc, Die Lehre der Jainas p.159:S137 参照 ) 。 
” 雨期 の 定住 を 表す 動詞 pzjosgve-, 名 詞 pjosygvg7g- は , 通例 . zzzvzsy「 溢 在 する 」 
pg7yesg7g- と 等 置 さ れる が (cf JAcopr。 Kalpasutra, Glossary, s.v.。 etc.), 音韻 上 , 困難 で ある 。 
両 語 は 語根 yzx で な く sg 「( 移 住 の た め 家 畜 を 荷車 に ) 結び つけ る (ある い は 車 の 部 材 を 
結び 付け て 組み 立て る )」 に 属し , pg-gug-yg | (定住 の た め に 家斉 を 荷車 か ら , ある い 
は , 車 の 部 材 を ) 完全 に 解き 放す , 定住 する 」 の refexive middle caus. py-gyo- SGP の Gr 
「 自 ら を 定住 きせ る 一 定住 する 」 に 由来 する と 推測 され る (一 n.7) : py-gvg-y の の yg-“ 

*pg7osve- > posgve- (caus. suffix -pgyg- > -pe- の 前 で 母音 短縮 は 稀 で な い )。 
ScHuBRmNG,p.159: S137 参照 。 
” grdv sg が 文末 に 位置 する (後続 スー トラ 58 も 同様 )。 こ の 前 後 は 異 読 が 多く 伝承 が 
乱れ る 。 
パ gen. 7JggC7ig2o7ziggg7if が が io は esg の 所 有 者 と 共に . inf ygZv77ge の 行為 者 を 表す 。 
” Ed. JAcogr の 異 読 を 採用 : cf Nisrhasutta X 44 pyg7/osvZe RWEA 77 Vg/777 7 の 7 の ve77. 
zzgve-7vZyg7 は な な gg-" の 意味 で ある と 注釈 され る が , 音韻 的 に は 対応 し な い : 
yg-「 | 導く] の caus. zzyzyg-" に 対し 二 次 形成 され た middle caus. 「 自 分 の 意志 で 自分 の 
を 導く 」 (一 nm7) 編 め の yg ラ mi の e「 > *Zve- に の 7 (の g 寺 の の > の が 前 置 さ れ て 
いる 可能 性 が ある 。TInf -7Zve/-77ge (ved. inf -gve x abs. -ng > -7 訪 : 子 PischelS 378) に 関し て は 
筆者 , “Die mi. Lautentwicklung vony…" (一 n.17) p.94f,n.13, n. 14, "Mi. Absolutivbildung … 
( つ n. p.10- 21 参照 

^ Pali 聖典 で の z + 六 「 下 降 す る 」 の caus. ozope-" と oyopgzg- が |「( 髪 ・ 頻 を ) 剃り 落と 

す , 除去 する 」 を 意味 する の と は 対照 的 に , g+ 7 「 上 昇 す る , 伸び る | の caus. か ら 形 
成 さ れ た 女性 名 詞 み ovz7g- < の opg7 の - が 「( 髪 ・ 頻 を ) 伸ばす こと を 意味 する 可能 性 が 
強い (横地 優子 氏 の 御 指摘 に 感謝 する )。 pg は 尺 ovg7Z を 修飾 する 形容 詞 「 半 月 間 
の | と 理解 され る 。pz 娘 7 嫌み ovgzg の 一 文 を JAcogi は 尼僧 の 英 の 手入れ の 規定 と 解す る : 

“arrangement [の ovgzg] of (or in) tresses or braids [pg が] "(SBE p.308 n.1): LArwANr は 男女 
を 区 別 せ ず 髪 の 手入れ と する : p.180 “dayly taming", p.199f  n.6S “fortnishtly arranging". 注 
釈 類 は 多様 な 解釈 を 示す : e.g. 1. “every half month the tied strings on the bed (sy) should be 
uniteid and inspected*: 2. “every halfmonth Prayascitta should be made", ct. Ed. JAcoBI p.125, SBE 
p.308 n.1, LALWANI p.199f. n.63. 
“ [Malacara 第 一 章 」 印度 学 借 教学 研究 23-1,1974, p.1045-1060 参照 (… 9)。 
"loc. se は 「 時 の 経過 ] を 表わす , Dereock。Altindische Syntax p. 117: $ 76 参照 。 
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